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クライアントサーバシステムの構成 東邦生命保険相互会社の本社および支社･営業所に設置されるクライアントサーバシステムは,ホ

ストシステムに持つファイルと連携して処王里を行うものである｡オフライン処理,オンライン処理,および両処王里のハンドシェイクによって現

地完結型の事務処理が実現できた｡

束邦生命保険相互会社は,契約者サービスの向上,

営業活動の支援強化および事務処理の効率化を実現

するために,現地完結型の新しい事務システムを構

築した｡このシステムは,平成4年3Hから本社お

よび全国の支社･営業所で利用している｡

このシステムでは,全国を結ぶオンラインネット

ワーク基盤の上に,現地完結型事務を実現するため

にクライアントサーバシステムを通用した｡タライ

アントサーバシステムが持つファイル共用,プリン

タ共用の機能を有効に活用することにより,保険設

計書作成,保険料入金,合計などの業務が,支社･

営業所単位に完結した形態で行えるようになった｡

このシステムはクライアントサーバシステムの第

一ステップであり,エンドユーザーコンピューティ

ングの観点からみて,その基盤はほぼ確立できたと

考えている｡

*株式会社東邦インテリジェントシステムエンジニアリングシステム開発1部

**株式会社卿ボインテリジュントンステムエンジニアリングシステム開発3部 ***FT立製作所情槻システム事業部
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山 はじめに

令融業界では,規制緩和･白山化による競争の促進,

消雪者ニーズの多様化･高度化など,経済･社会環喘が

拝しく変貌(ぼう)を遂げている｡

このような小で,生命保険業界でも,保険審議会小閑

答申で指摘されているように,顧客サービス拡充のため

の効率化推進を目的とした保険事業の見L自二しが求めら

れ,各社間の競争がますます厳しさを増している｡

こうした状況下で,東邦牛命保険相互会社(以‾卜,東邦

生命と言う｡)は,顧寄サービスのIhJ_L,営業括軌の支援

および事務の効率化を陛lるために全回オンラインシステ

ムを構築した｡この｢東邦システム21計内+(TS21と略称

する｡)は,-!ド成4年3Jlから始まった｡

このTS21は,仝伯約400か仰の支社･営業所にクリエ

イティブワークステーション2050/32E＋(以下,2050と略

す｡)を総計1,080台設置して,全機関をホストコンピュー

タと結ぶとともにクライアントサーバシステムを採川し

て,現地完結型システムを実現した何期的なシステムで

ある｡ここでは,TS21の問ヲ芭の臼札慨柴,効果などに

ついて述べる｡

月 開発の目的

2.1TS21計画の目的

TS21計何の【+的は,第一に顧客サービスのIFり卜であ

る｡顧零からの契約lノづ才ざ月号i会や終梓l糾い合わせに対し

て,常業職員みずからが2050を使って迅速に卜∫1答できる

ことである｡第二は,情報武装化による営業支援の拡充
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であり,営業職員の活動を支援する各種情報の照会をサ

ポートすることである｡第三は,事務の合理化･省略化

の追求であり,保険料の入金事務などの事務処理を機械

化して,いっそうの効率化を図ることである｡

2.2 システム構築上のねらい

このシステムは,現地完結型を指向するものである｡

事務処理でオンライン処稚とオフライン処理の適正な役

割分拙,および2050のインテリジェント機能の有効清川

をねらいとしている｡

また,システム構築上のねらいとして,

(1)システムの機密性･信頼性を強化し,利用者の捕川意

識を高める,(2)性能･リソースともに拡張件のあるハー

ドウェアを導人し,支社･営業析独臼で情幸はの高度利川

が陣lれる環境を構築する,(3)機械に不慣れな営業社員を

考慮し,操作性の向_1二をl刈る,の三つを掲げている｡

凶 システムの概要

3.1クライアントサーバシステムの役割

現地完結てiリ♯務処稚システムとして次の基盤を持ち,

ホストコンピュータからの垂直分散,サーバからクライ

アントヘの資源配布を実現している｡

(1)ファイル=火拝=二共fl‾J資i馬主の信頼性確保

(2)エンドユーザー資兆(の過止配置と構成管理

(3)ホストコンピュータと2()5n間の処理の連携操作

3.2 システム構成

システムの構成を図1に′Jミす｡

本社には,2()50を約60台配置し,LANを介して,クラ

イアントサーバシステムを構築している｡

支社･営業所(約400か所)

2050/32E＋

2050/32E＋

SC

OCR

PR/LBP

(漂呂要語文芸?窪妄里業務)

注:略語説明

CSMA/CD(CarrierSenseMul吋eAccess

W仙CollisionDetection)
GW(GateWay)

DDX-P(Digita=〕ataExchange-Packet)

lNS-P(hformatio=Network System-

Packet)

CS(CommunicationStati()∩)

TR4(TokenRing4Mビット/s)

OCR(OpticalCharacterReader)

+BP(+aserBeam Pri[ter)

2050/32E＋(クリ工イティフワークステー

ション2050/32E＋)

図1 クライアントサーバシステム

によるシステムの構成 全国を結ぷ

オンラインネットワーク基盤に,クライ

アントサーバシステムを適用している｡



生命保険業界におけるクライアントサーバシステムの事例 585

保険料入令および新契約の業務は,小型OCR(Opticai

CharacterReader)装置を別し､てし､る｡また,保臓設計

書･一般文吉作成H-りJは,ファイル+し糊･プリンタ共何

機能を他州している｡

支社･営業所には,2050を約1,020f硝己置し,ⅠノANを介

して,クライアントサーバシステムを構築し,本社と1日J

様な処Jヨ牡を行っている｡

田 クライアントサーバシステム

4.1システムの構築基盤

(1)ワークステーション

端i末は複数ホスト,マルチタスク処稚,ファイルー八川

などとの親和件を持つ必安があった｡

また,現地である程度の処理を完封iできるようにする

ため,インテリジェント機能を持った2∩50を‡采H-Jした｡

(2)ネットワークシステム

このシステムでは,ホスト側と,広域かつ多数にわたる

分散側のデータのやり収りを実現する,ワイドエリアで

`む仙なINS-P(1nformationNetworkS)rStenl-1)acket)

を採rrJした｡また,美綺系の人量データを拭うものは

Dr)X-1)(DigitalDataExchaIlge-Packet)を,INS-Pと

の細川接続で採即した｡

本社では,オープンプラットホームであることを条件

に･CSMA/CD(Carrier SellSe Multiple AccessⅥ7ith

C()11isi()n Detection)ネットワークの1〔)BASErl､を採川

した｡支社･営業所では,205()によるiit独のシステム構

成となるため,データ伝送の効率のよい1､R4(1｢()1{en

Iiillg4Mビット/s)を探榊した｡

(3)クライアントサーバシステム

分散側の少ない資源を効率よく使うため,クライアン

トサーバシステムを採則した｡/卜仙 過川根術として,

ファイル共川･プリンタ共川･賛兆惟布を採川した｡

4.2 処理内容

(1)ファイル共川

このシステムでは,1はRFS(ReIn()teFileSharillg)

によるファイル共十rJ機能や∴由仁管坤プログラムⅩNF

〔Exte11ded HNA(HitachiNetⅥrOrk Arcllitecttlre)

based Col-1Ⅰ--tlnicati()11Networki11g Facility〕による

Il-ter-Af)Colllmu11icatioll(Al)開通七言)機能を州いて,

iミにマスタファイルの+Ulほり三捌している(図2参月(i)｡

一丈川しているマスタファイルとしては,現地ユーザー

の職務権限を識別するためのセキュりティマスタ,入金

などでホストに対して一括処理を依頼するための射三;管

ホスト ファイルサーバ

2050/32E＋

L A N

マスタファイル

●セキュリティマスタ

●集信管理マスタ

●配信管理マスタ

2050/32E⊥ 一般ファイル 2050/32E＋ 一般ファイル

図2 ファイル共用 ファイルサーバにあるマスタファイル

や一帳ファイルを,2050間で互いに利用する｡

稚マスタ,さらにはホストへの一打処理の依締結米など

を収得するための配信管理マスタなどがある｡

また,集信データは-▲般ファイルであるが,ファイル

共川によって,集仁摺:哩マスタの管‡判郎はで,どの205n

からでもホストに駐仁できるようにしている｡

(2)プリンタ共刷

このシステムでは,F=†二RFSによるプリンタ+lこJl‾J機能

をけぃーて,LBI)(LaserBeaml)rinter)の+川ほ文別し

ている(図3参Jlてi)｡この機能により,ユーザーは現地の

任意の2()5∩から帳票をノーけことができる｡

(3)資i拐消己布

このシステムでは､ネットワーク管坤プログラムNETM

(Ne紬rork Managelllellt)の機能を川いて,ホストから

必安な2050資源を人手することができる(図4参月くi)｡さ

LBP フしリンクサーバ(+BP)

遼≡型

2050/32E＋

L A N

2050/32E＋

≦芸岳表

2050/32E◆

図3 プリンタ共用 LBPを2050問で互いに利用する｡
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資源配布サーバ

蛋岳表

2050/32E十

ホスト
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資源

蛋岳岳表

2050/32E＋

蛋岳岳表

2050/32E十

資源

資源

図4 資源配布 ホストから資源配布サーバが資源を受け取

り,さらに各クライアントが資源を受け取る｡

らに,ホストとのやり取りは現地の1台のサーバで他の

すべてのクライアントも資源を人手することができる｡

田 クライアントサーバシステムの導入効果

5.1構築上のポイント

クライアントサーバシステム導人時のポイントは,共

用資源を使用したときの件能,および信頼性である｡特

に性能は重要な要件であり,このシステムの場介は,共

糊資源のアクセスにRFSを使用することにした｡

共用資源であるレコード型ファイルを,クライアント

からアクセスすると,入け1力要求に対しシステムコール

凹数が多く発行され,そのつどサーバと通信するRFSで

は処理に時間がかかる｡サーバでアクセスする場合に比

べ,業務処理によっては約2倍かかる場合もあった｡そ

こでレコード型ファイルのアクセス時は,RFSを使糾せ

ずクライアントとサーバ間をAP開通イi言することによっ

て通信[司数を減らし,サーバでアクセスする場合と同程

度の性能とすることができた｡

また,サーバを機能別に負荷分散することも必要であ

った｡このシステムでは,全クライアントから共朋するマ

20

スタファイルを持つファイルサーバ,LBP什一力のためのプ

リントサーバ,およびホストとの集配信を行う集配信サー

バを同一とし,ほかにホストから資源を受信して他の2050

へ配布する資源配布サーバを持たせた｡ただし,各2050

のオフライン処理で作成･利用する一般ファイルは,ど

の2050からでもアクセスできるよう運用面を配慮した｡

信頼性の両では,ファイル障害に対して毎日の処理終

了後,重要ファイルをカセットテープへバックアップし,

回複できるようにしている｡

5.2 導入効果

現地完結型の事務処理は,オフライン処理,オンライ

ン処理および両処理のハンドシェイクによって実現でき

た｡特に会計業務はホストと2050が連携し,当Hに処理

を一完結させることができるようになった｡また,ホスト

からデータをダウンロードし,その延長でオフライン処

理を行うことで,一部の業務ではホストから2050への処

理分散を凶ることができた｡

このシステムは,東邦生命でのクライアントサーバシ

ステムの第一ステップである｡今後,よりいっそう使い

勝子をよくするために,スプレットシート,簡妨言語,

簡拐コマンドによるエンドユーザー主導の自由なデータ

処理をH指していく｡

B おわりに

このシステムは,稼動から1iFを経過し,その間に性

能および操作繭でチューニングを行ってきた｡特に性能

面については,ファイル共糊を中心とした性能改善を尖

施してきた｡今後は,特に操作向でのチューニングを実

施し,しーつそう使いやすくすることを考えている｡

このシステムは,TS21の名に示すように,21世紀をね

らったシステムである｡特に,エンドユーザーコンピュ

ーティングの観点から見て,その基盤はほぼ確立できた

と考えている｡今後,エンドユーザーにさらにいっそう

使いやすい環境を提供し,新時代にふさわしい事務シス

テムをH指していきたい｡




